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要 旨 

 少子化及び市立幼稚園の利用率低下と施設老朽化、園児１人当たりの

市の負担増により、市立幼稚園の縮小化は致し方ないと思われる。 

 しかしながら、転勤転園の多い家庭にとっては、入園費用のない公立

幼稚園の存在はありがたい。私立幼稚園で受入れが難しい園児がわずか

ながら存在し、伸び伸び保育の公立幼稚園の存在自体が地方公共団体の

魅力のひとつであることなどの状況があり、現時点での全廃はやや乱暴

である。 

 市立幼稚園を頼みの綱としている母親も少なからずおり、全廃の報を

聞き、途方に暮れている母親もいる。種々の理由により、宮城県仙台市

や東京都江戸川区のように１園だけを存続させる事例もある。 

 ついては、１園のみの存続か、全廃後速やかな、こども園の設置を求

める。 
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